
町の世帯と人口
（10月1日現在・住民基本台帳）
（ ）の数字は前月比

・世帯数　10,381世帯   (-  4) 
・人口　　25,136人　   (-19)
  男 12,491人（-6）   女 12,645人（-13）

あなたの「声」をきかせてください

時
折
激
し
く
雨
が
降
っ
た
10
月
22

日
、
大
勢
の
来
場
者
を
迎
え
、
天
皇

陛
下
の
ご
即
位
を
お
祝
い
し
ま
し
た

（
７
頁
）
。
芸
術
の
秋
に
も
ふ
さ
わ
し

く
、
会
場
は
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

よ
る
優
雅
な
音
色
が
響
き
渡
り
、
心

が
少
し
和
ん
だ
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

災
害
が
続
き
胸
を
痛
め
た
月
で
し
た

が
、
新
し
い
令
和
の
時
代
、
平
和
と

幸
せ
を
願
う
ば
か
り
で
す
。　

髙

関
東
地
方
を
縦
断
し
た
台
風
19
号

（
９
頁
）
。
町
内
で
は
避
難
所
を
６

カ
所
開
設
し
、
一
時
４
０
０
名
を
超

え
る
町
民
が
避
難
し
ま
し
た
。
避
難

所
運
営
に
従
事
し
、
１
番
に
感
じ
た

の
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
強
さ
で
し

た
。
自
治
会
や
民
生
委
員
、
消
防
団

員
、
近
所
の
方
に
よ
る
巡
回
や
見
守

り
、
声
掛
け
な
ど
の
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
有
事
の
際
に
大
き
な
力

を
発
揮
す
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
避
難
所
で
の
「
助
け
合
い
」

「
協
力
」が
あ
り
が
た
か
っ
た
。
米

保
育
園
の
り
ん
ご
狩
り
（
25
頁
）

で
は
、
千
振
の
玉
田
り
ん
ご
園
に
行

き
ま
し
た
。
子
ど
も
が
大
好
き
な
り

ん
ご
。
収
穫
の
前
に
、
園
児
た
ち
は

り
ん
ご
を
試
食
。
お
か
わ
り
を
競
う

ほ
ど
夢
中
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

外
国
で
は
昔
か
ら
「
１
日
１
個
の

り
ん
ご
は
医
者
い
ら
ず
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
り
ん
ご
は
体
に
良
い
果
物
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

立
冬
を
迎
え
、
冬
が
始
ま
り
ま
す
。

り
ん
ご
を
食
べ
て
、
冬
も
元
気
い
っ

ぱ
い
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。　

飯　
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金
毛
九
尾
白
面
の
狐
退
治
の
顛
末

を
お
聞
き
に
な
っ
た
、
鳥
羽
天
皇
の

叡
感
は
浅
か
ら
ず
、
安
倍
泰
親
、
三

浦
介
、
上
総
介
、
那
須
宗
重
ら
に
多

く
の
恩
賞
を
与
え
、
泰
親
は
昇
殿
も

許
さ
れ
た
。

時
が
た
ち
、
世
は
、
鳥
羽
天
皇
か

ら
崇
徳
、
近
衛
、
後
白
河
天
皇
へ
と

移
っ
た
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
、

那
須
宗
重
よ
り
、
石
魂
が
人
民
を
害

し
て
い
る
と
の
注
進
が
あ
っ
た
。
朝

廷
は
や
む
な
く
、
今
は
年
老
い
た
泰

親
を
那
須
野
に
派
遣
し
修
法
を
行
わ

せ
、
こ
れ
を
鎮
め
さ
せ
た
。

や
が
て
、
保
元
の
乱
、
平
治
の
乱

と
世
は
乱
れ
、
鳥
羽
法
王
も
宗
重
も

亡
く
な
り
、
毒
石
の
こ
と
は
い
つ
か

沙
汰
止
み
に
な
っ
た
。
が
、
十
数
年

後
の
承
安
の
頃
に
は
又
、
毒
石
に
近

寄
っ
て
死
す
る
蓄
獣
や
、
空
飛
ぶ
鳥

が
死
骸
の
山
を
作
り
、
人
々
は
こ
の

石
を
「
殺
生
石
」
と
名
付
け
た
。

こ
こ
に
、
殺
生
石
の
怨
念
を
教
化

し
よ
う
と
、
紀
伊
国
紀
三
井
寺
の
高

僧
浄
恵
は
、
朝
廷
に
申
し
出
て
勅
命

を
受
け
弟
子
二
人
と
共
に
殺
生
石
に

赴
い
た
。
一
行
は
二
町
（
約
二
百

米
）
ば
か
り
手
前
よ
り
、
経
文
を
読

誦
し
な
が
ら
近
づ
い
た
。
が
、
生
臭

い
風
が
吹
い
て
き
た
か
と
思
う
と
、

忽
ち
、
弟
子
二
人
が
即
死
し
た
。
こ

れ
に
驚
く
間
も
な
く
浄
恵
も
又
、
地

に
倒
れ
た
。
播
磨
国
（
現
兵
庫
県
の

一
部
）
、
書
写
山
の
了
空
坊
も
、
世

に
名
高
い
知
識
、
悟
道
の
名
僧
で

あ
っ
た
が
、
師
弟
三
人
、
同
じ
よ
う

に
那
須
野
の
露
と
消
え
た
。
遥
か
に

年
を
経
て
筑
前
国
（
現
福
岡
県
の
一

部
）
新
浄
寺
の
道
喜
阿
舎
利
も
又
、

弟
子
四
人
と
共
に
、
教
化
を
試
み
よ

う
と
殺
生
石
に
近
づ
い
た
が
、
怪
風

に
あ
た
っ
て
死
し
た
の
は
、
浄
恵
や

了
空
と
同
様
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
教
化
を
試
み
る
高
僧
名

僧
は
い
な
く
な
り
、
こ
の
毒
石
に
近

づ
く
も
の
は
誰
も
な
か
っ
た
。
た
だ
、

無
心
の
禽
獣
の
み
が
夥
し
く
命
を
落

と
し
、
殺
生
石
に
は
不
気
味
な
雰
囲

気
が
漂
っ
た
。

「
殺
生
石
」物
語
考

「
殺
生
石
」物
語
考

物
語
の
概
略

か
っ
こ
う

22

む
ね
し
げ

あ   

べ  

の   

や
す  

ち
か

歩くのが大好きな
おてんば娘です！

平成３０年
  ４月２６日生
父 母哲さん 瑠惟さん
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（高久甲）

高久
 桜羅

ひじ    かた

いくさ


